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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　掃除機本体を、第１の吸込口から集塵室、電動送風機、第１の排気フィルターを介して
第１の排気口に至る排気風路を備えた掃除室と、その上部に位置し、第２の吸込口から空
気清浄用送風機、第２の排気フィルターを介して第２の排気口に至る清浄風路を備えた清
浄室とに区画し、
　前記掃除室の前記第１の吸込口を該掃除室の前部に配設するとともに、前記第１の排気
口を前記掃除室の後部に配設し、
　前記清浄室の第２の吸込口を前記第１の吸込口側から前記第１の排気口側に向かって上
方向に傾斜させて前記清浄室の上部に配設するとともに、前記第２の排気口を前記清浄室
の後部に配設したことを特徴とする空気清浄機能付き電気掃除機。
【請求項２】
　掃除機本体を、第１の吸込口から集塵室、電動送風機、排気フィルターを介して第１の
排気口に至る排気風路を備えた掃除室と、その上部に位置し、第２の吸込口から空気清浄
用送風機を介して第２の排気口に至る清浄風路を備えた清浄室とに区画し、
　前記掃除室の第１の吸込口を該掃除室の前部に配設するとともに、前記第１の排気口を
前記掃除室の後部に配設し、
　前記清浄室の第２の吸込口を前記第１の吸込口側から前記排気口側に向かって上方向に
傾斜させて前記清浄室の上部に配設するとともに、前記第２の排気口を前記掃除室の前記
排気フィルターの内側近傍に配設したことを特徴とする空気清浄機能付き電気掃除機。
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【請求項３】
　前記第２の吸込口から前記第２の排気口に至る清浄風路の下流側に、該下流側清浄風路
を前記排気フィルターの内側近傍に案内する排気ガイド体を設けたことを特徴とする請求
項２記載の空気清浄機能付き電気掃除機。
【請求項４】
　マイナスイオンを発生するマイナスイオン発生体を前記掃除機本体内に設けたことを特
徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の空気清浄機能付き電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気清浄機能を有する電気掃除機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の空気清浄機能付き電気掃除機は、電動送風機を駆動して吸込口から吸込気流を流入
させ、集塵室、クリーンフィルター装置、空気清浄用送風機、排気口に至る排気風路を介
して掃除機本体上面から排気させる。また、空気清浄機として使用する場合は、空気清浄
用送風機を駆動して開口された空気清浄用吸気口から空気を吸い込み、クリーンフィルタ
ー装置、空気清浄用送風機、排気口に至る風路を介して掃除機本体上面から排気させる（
例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】
特開平４－３５２９２５号公報（第２－４頁、図１及び図３）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このように従来の空気清浄機能付き電気掃除機は、電気掃除機用及び空気清浄機用の排気
口が本体上面に配置されているため、掃除をしている際に、上向きの排気風によって空気
中の浮遊塵埃を舞い上げてしまうといった問題があった。
また、掃除機能と空気清浄機能のどちらか一方の運転しかできないため、特に掃除中に床
面より舞い上がった塵埃や浮遊塵埃を捕集することができなかった。
【０００５】
さらに、掃除用と空気清浄用のクリーンフィルター装置及び排気口が同一であり、一般的
に掃除用電動送風機は絨毯中の塵等を吸引するために強い吸引力を必要とするのに対し、
空気清浄用送風機は空気中の塵埃を捕集するので吸引力が弱くても性能を満足させること
ができ、このため掃除用電動送風機と空気清浄用送風機との排気風速に差が生じ、排気フ
ィルターの密度をどちらか一方の送風機に合わせたとしても、もう一方の送風機の性能を
十分に生かすことができずに、電気掃除機と空気清浄機両方の吸塵性能を満足させること
が困難であった。
【０００６】
また、掃除機本体の電動送風機からの排気が、空気清浄用送風機を通過する構造となって
いるため、掃除用として運転した場合、または仮に電気掃除機と空気清浄機を同時に運転
できたとしても、電気掃除機用電動送風機の排気によって空気清浄用送風機の規定回転数
を超えて空気清浄用送風機のファンが回転することになり、空気清浄用送風機そのものの
寿命を低下させてしまうことになる。
【０００７】
本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、空気中の浮遊塵埃を舞い
上げずに、電動送風機と空気清浄用送風機それぞれの性能を十分に生かすことができ、ま
た、空気清浄用送風機の寿命を低下させることがなく、電気掃除機として使用中に空気清
浄機を使用する場合又は空気清浄機のみを使用する場合のいずれにおいても、吸塵効率の
高い空気清浄を行うことができる空気清浄機能付き電気掃除機を提供することを目的とす
る。
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【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る空気清浄機能付き電機掃除機は、掃除機本体を、第１の吸込口から集塵室
、電動送風機、第１の排気フィルターを介して第１の排気口に至る排気風路を備えた掃除
室と、その上部に位置し、第２の吸込口から空気清浄用送風機、第２の排気フィルターを
介して第２の排気口に至る清浄風路を備えた清浄室とに区画し、掃除室の第１の吸込口を
該掃除室の前部に配設するとともに、第１の排気口を掃除室の後部に配設し、清浄室の第
２の吸込口を第１の吸込口側から第１の排気口側に向かって上方向に傾斜させて清浄室の
上部に配設するとともに、第２の排気口を清浄室の後部に配設したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
［実施の形態１］
図１は本発明の実施の形態１に係る空気清浄機能付き電気掃除機の全体構成図、図２は図
１の空気清浄機能付き電気掃除機の本体の一部断面図である。図１において、空気清浄機
能付き電気掃除機１は、掃除機本体２、掃除用吸込み具３、延長パイプ４、吸込み用ホー
ス５によって構成され、ホース手元切替スイッチ６を備えている。なお、掃除機本体２に
は一対の走行用車輪７が取り付けられている。
【００１０】
図２において、掃除機本体２は、仕切壁８によって上部の清浄室９と下部の掃除室１０に
区画されている。掃除室１０の前部には吸込口（第１の吸込口）１１、後部には排気口（
第１の排気口）１２が形成されるとともに、清浄室９の上部には空気清浄用吸込口（第２
の吸込口）１３、後部には空気清浄用排気口（第２の排気口）１４が形成されている。
【００１１】
掃除室１０の吸込口１１の下流には吸込口１１に連通する集塵室１５が設けられ、集塵室
１５の下流側には電動送風機１６が配設され、電動送風機１６の下流側に位置する排気口
１２には排気フィルター１７（第１の排気フィルター）が取り付けられており、吸込口１
１から集塵室１５、電動送風機１６、排気フィルター１７を通って排気口１２に至る排気
風路Ａが形成されている。
【００１２】
また、清浄室９の内部には空気清浄用吸込口１３の近傍に、電動送風機１６とは別にもう
一つの空気清浄用送風機１８が配設され、空気清浄用排気口１４には空気清浄用フィルタ
ー１９（第２の排気フィルター）が取り付けられている。そして、排気風路Ａとは別の、
空気清浄用吸込口１３から空気清浄用送風機１８、空気清浄用フィルター１９を通って空
気清浄用排気口１４に至る清浄風路Ｂが形成されている。なお、空気清浄用フィルター１
９は空気清浄用排気口１４側に取り付けたが、空気清浄用吸込口１３側に取り付けても良
い。
【００１３】
なお、図１に示したホース手元切替スイッチ６は、電動送風機１６の動作がONでかつ空気
清浄用送風機１８の動作がOFFであるモードと、電動送風機１６と空気清浄用送風機１８
の動作が共にONであるモードと、電動送風機１６の動作がOFFでかつ空気清浄用送風機１
８の動作がONであるモードと、電動送風機１６と空気清浄用送風機１８の動作が共にOFF
であるモードとの４通りのモードに切り替えらることができるようになっている。
【００１４】
上記のように構成した実施の形態１の作用を説明する。まず、電動送風機１６と空気清浄
用送風機１８を共にONモードにすると、通常の掃除をしながら、空気中の浮遊塵埃を空気
清浄用吸込口１３より空気清浄用送風機１８によって吸気し、空気清浄用フィルター１９
でろ過して空気清浄用排気口１４より排気して空気清浄を行う。また、電動送風機１６の
動作をOFFモードにし、かつ空気清浄用送風機１８の動作をONモードにすると、掃除の際
に舞い上がった埃を掃除終了後の後片づけをしている最中に捕集することができる。ある
いは、掃除機本体２を立てて収納状態にして空気清浄のみの運転をすることもできる。



(4) JP 4099709 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

【００１５】
このように空気清浄機能を使用する場合に、空気清浄用吸気口１３が掃除機本体２の上面
に位置しており、排気口１２及び空気清浄用排気口１４は掃除機本体２の上面を除く部分
、例えば掃除機本体２の後部に位置しているため、排気によって空気中の浮遊塵埃を舞い
上げることなく、効率よく浮遊塵埃を捕集することができる。
【００１６】
また、排気口１２における排気フィルター１７の密度は電動送風機１６の排気風速に、ま
た空気清浄用排気口１４における空気清浄用フィルター１９の密度は空気清浄用送風機１
８の排気風速にそれぞれ合わせて設定しているため、電動送風機１６及び空気清浄用送風
機１８のそれぞれの寿命を損ねることなく、それぞれの性能を十分に発揮させることがで
きる。
【００１７】
［実施の形態２］
図３は本発明の実施の形態２に係る空気清浄機能付き電気掃除機１の掃除機本体２の一部
断面図、図４は図３のＸ－Ｘ矢視断面図である。なお、図２と同一部分については同じ符
号を付し、説明を省略する。図３において、掃除機本体２は、仕切壁８によって上部の清
浄室９と下部の掃除室１０に区画され、さらに仕切壁８には、空気清浄用送風機１８から
の排気を排気風路Ａに案内する排気ガイド体２０が形成され、この排気ガイド体２０の終
端開口部を排気フィルター１７の近傍に位置させている。
【００１８】
また、掃除機本体２の掃除室１０の前部には吸込口１１、後部には排気口１２が形成され
、清浄室９の上部には空気清浄用吸込口１３が形成されている。さらに、電動送風機１６
の下流側に位置する排気口１２には排気フィルター１７が取り付けられており、吸込口１
１から集塵室１５、電動送風機１６、排気フィルター１７を通って排気口１２に至る排気
風路Ａが形成されている。また、清浄室９の内部には空気清浄用吸込口１３の近傍に空気
清浄用送風機１８が配設され、空気清浄用吸い込み口１３から空気清浄用送風機１８、排
気ガイド体２０に至り、排気風路Ａと合流する清浄風路Ｃが形成されている。このように
、本実施の形態においては、排気風路Ａと清浄風路Ｃを１つの排気口１２に導くようにし
ている。
【００１９】
上記の構成において、排気口１２における排気フィルター１７の密度は、電動送風機１６
の排気風速に合わせて設定されている。電気掃除機として使用中に空気清浄機能を使用す
る場合、電動送風機１６の排気風速よりも空気清浄用送風機１８の排気風速は低いが、空
気清浄用送風機１８の清浄風路Ｃを電動送風機１６の排気風路Ａに合流させることにより
、電動送風機１６の排気が空気清浄用送風機１８からの排気を引き出して、空気清浄用送
風機１８側の排気の風速を上げることができる。このため、排気フィルターを共通化する
ことができ、フィルター密度を電動送風機１６の排気風速に合わせられるため、安価でか
つ捕集効率の高い空気清浄が可能となる。更に、実施の形態１に比べて掃除機本体２の高
さを低くすることができる。
【００２０】
［実施の形態３］
図５は本発明の実施の形態３に係る空気清浄機能付き電気掃除機１の掃除機本体２の一部
断面図である。なお、図２と同一部分には同じ符号を付し、説明を省略する。図において
、掃除機本体２の上面部は、その面２１を掃除機本体２の吸込口１１側に向けて下方に傾
斜するようにして形成されている。すなわち、掃除機本体２の上面２１に設けた清浄室９
の空気清浄用吸込口１３が、掃除機本体２の吸込口１１側から排気口１２側にかけて上向
きになるように傾斜して形成されている。
こうして、電気掃除機を使用中に空気清浄機能を使用する際、掃除機本体２の進行方向イ
に対して空気清浄用吸込口１３の面が空気中を斜めに横切ることとなり、空気中の塵埃の
捕集性能がより向上する。
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【００２１】
掃除が終了した後は、図６に示すように、掃除機体２を立てた状態、すなわち収納状態に
して空気清浄機能を使用すると、空気清浄用吸込口１３は斜めに上方に傾斜した状態にな
り、浮遊塵埃が落下してくる方向に対して空気清浄用吸込口１３が斜めに当たるようにな
るため、空気中に浮遊しあるいは落下してくる塵埃を効率よく空気清浄用吸込口１３に導
くことができ、空気中の塵埃の捕集性能がより向上する。
【００２２】
［実施の形態４］
図７は本発明の実施の形態４に係る空気清浄機能付き電気掃除機１の掃除機本体２の一部
断面図である。なお、図５と同一部分には同じ符号を付し、説明を省略する。本実施の形
態においては、掃除機本体２の清浄室９内の空気清浄用フィルター１９の内側近傍にマイ
ナスイオン発生体２２を取付け、このマイナスイオン発生体２２からのマイナスイオン２
３を、空気清浄用送風機１８の排気により、掃除機本体２外の空気中に放出させる。こう
して、プラスに帯電した空気中の微細な埃２４がマイナスイオン２３によって中和して結
合され、その結合によって大きくなった埃２５は自重によって落下しやすくなることで、
空気清浄の捕集効率を更に向上させることができる。
【００２３】
上記の説明では、マイナスイオン２３を発生させる手段としては、マイナスイオン発生体
２２を空気清浄用フィルター１９の内側近傍に取り付けた場合を示したが、排気フィルタ
ー１７の内側に取り付けてもよく、あるいは掃除機本体２内部の風路内の何れの位置に配
置するものであってもよい。また、排気フィルター１７または空気清浄用フィルター１９
内に例えばトルマリン鉱石のような原料を含浸させ、排気の風圧または電動送風機１６の
排気熱によってここからマイナスイオン２３を発生させるようにしてもよい。
【００２４】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明に係る空気清浄機能付き電気掃除機によれば、電
気掃除機として使用中に空気清浄機能を使用する場合、または空気清浄機としてのみ使用
する場合のいずれにおいても、空気中の浮遊塵埃を舞い上げず、空気中に浮遊している塵
埃または自重により落下してくる塵埃を上から効率よく空気清浄用吸込口へ導くことがで
き、捕集効率の高い空気清浄を行うことができる。また、空気清浄用送風機の寿命を損ね
ることなく、電動送風機と空気清浄機用送風機それぞれの性能を十分に発揮させることが
でき、その結果、電気掃除機及び空気清浄のいずれにおいても高い吸塵性能が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１に係る空気清浄機能付き電気掃除機の全体構成を示す斜
視図である。
【図２】　図１の掃除機本体の一部断面図である。
【図３】　本発明の実施の形態２に係る空気清浄機能付き電気掃除機の掃除機本体の一部
断面図である。
【図４】　図３のＸ－Ｘ矢視図である。
【図５】　本発明の実施の形態３に係る空気清浄機能付き電気掃除機の掃除機本体の一部
断面図である。
【図６】　図５の作用説明図である。
【図７】　本発明の実施の形態４に係る空気清浄機能付き電気掃除機の掃除機本体の一部
断面図である。
【符号の説明】
２　掃除機本体、９　清浄室、１０　掃除室、１１　吸込口（第１の吸込口）、１２　排
気口（第１の排気口）、１３　空気清浄用吸込口（第２の吸込口）、１４　空気清浄用排
気口（第２の排気口）、１５　集塵室、１６　電動送風機、１７　排気フィルター（第１
の排気フィルター）、１８　空気清浄用送風機、１９　清浄用フィルター（第２の排気フ
ィルター）、２０　排気ガイド体、２２　マイナスイオン発生体、Ａ　 排気風路、Ｂ　
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清浄風路。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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